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昭和 5(〕年 5月15日 

印 刷 日刊民友新聞社 

緑の森に 小烏の家 どてJ5目1OF シり F」）巣箱を取り付けました。この日は、子供たちに愛「け青ネ申を

は「愛鳥週間」。五所川原ポプラ会（下山」Iンー会長）は、愛鳥 育てようと末広町の聖心幼稚園にも小鳥の家をプレゼント、 

週間にちなんで、さる 5月 9日、市内の遊園地など 8個所に59 ポプラ会のみなさんといっしよに巣箱を取り付けていました。 

世帯数 13,647 

（昭和50年 4 月 1日現在）住民基本台帳から 
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③てhかわら 

（昭和33年9月10日第 3種郵便物認可） 

男 24,996人

女 26,768人 

市の 人 口 

51,764人 

住
、
、げ
叩
（ま
「
雄
 

五
月
二
日
 

（
晴
）
八時
に

来
客
と
話
を

す
ま
せ
た
後

国
体
道
路
に

植
え
付
け
し

た
紅
し
ょ
う
 

じ
ょ
う
と
さ
く
ら
の
活
着
状
況

を
た
し
か
め
な
が
ら
登
庁
し
た

が
、
緑
と
あ
か

の
配
色
が
思
っ

た
よ
り
あ
ざ
や
か
に
浮
き
出
て

い
た
。
 

役
所
前
か
ら
阿
部
商
工
観
光

課
長
、
山
田
都
市
計
画
課
長
と

共
に
目
下
整
備
、
補
植
中
の
新

宮
団
地
、
松
島
団
地
、
平
和
町

と
牧
水
公
園
、
成
田
山
沼
等
に

つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
現
地
で
の
検

討
を
し
た
が
、
こ
こ
ら
で
ひ
と

雨
ほ
し

い
と
い
う
祈
る
よ
う
な

気
持
で
あ
る
。
 

一
時
三
十
分
か
ら
青
森
で
県

農
業
信
用
基
金
協
会
理
事
会
に

出
席
、
第
一
四
年
度
事
業
計
画

等
を
審
議
し
た
が
、
昭
和
四
十

九
年
度
の
農
業
近
代
化
資
金
は

当
初
七
五
億
円
の
融
資
枠
を
設

定
し
た
が
、
金
融
引
締
政
策
続

行
の
な
か
に
あ
り
な
が
ら
農
機

具
等
の
導
入
を
中
心
と
し
た
高

い
資
金
需
要
の
た
め
、
最
終
的

に
は
七
九
億
円
に
増
額
補
正
さ

れ
、
こ
れ
を
完
全
に
消
化
す
る

と
い
う
高
水
準
の
実
績
を
示
し

て
い
た
。
 

ひ
き
続
き
、
五
〇
年
度
に
於

て
は
八
五
億
円
の
枠
を
設
定
、
 
 

漸
増
す
る
資
金
の
需
要
に
応
え

る
が
、
た
だ
前
年
農
機
具
の
資

金
需
要
が
全
体
の
五
七
％
と
高

く
、
こ
れ
で
は
過
剰
投
資
に
な

り
か
ね
な
い
の
で
、
新
年
度
で

は
個
人
の
大
型
農
機
具
利
用
を

共
同
利
用
に
置
き
か
え
す
る
方

向
を
打
ち
出
し
、
従
っ
て
目
標

を
五
〇
％
台
に
下
げ
る
こ
と
に

し
て
い
る
も
の
の
、
国
の
主
要

食
料
基
地
と
し
て
高
生
産
性
農

業
の
展
開
に
は
前
向
き
に
す
す

み
た
い
も
の
で
あ
る
。
 

終
っ
て
、
県
住
宅
供
給
公
社

に
新
宮
団
地
の
植
樹
の
打
ち
合

せ
を
し
、
県
庁
で
は
ま
ず
篠
田

地
方
課
長
に
お
会
い
し

て
か
ら

佐
々
木
環
境
衛
生
課
長
、
山
田

民
生
部
長
、
 一
瀬
出
稼
対
策
室

長
、
佐
々
木
国
民
年
金
課
長
、
 

山
内
管
財
課
長
に
そ
れ
ぞ
れ
お

会
い
し
、
衛
生
処
理
場
、
出
稼

問
題
、
国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
 

ー
、
菊
ケ
丘
運
動
公
園
等
に

つ

い
て
打
ち
合
せ
と
陳
情
を
く
り

か
え
す
。
 

帰
路
、
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ

ー
 

に
立
ち
寄
り
桜
の
開
花
状
況
を

視
察
し
た
が
、
八
重
の
花
、
梅

は
全
く
「
可
燐
」
そ
の
も
の
で

あ
る
が
、
雪
と
害
虫
の
被
害
が

ひ
ど
く
、
今
年
か
ら
の
管
理
事

務
所
の
活
躍
を
期
待
し
た
い
。
 

最
後
に
、
選
挙
管
理
委
員
長
を

や
ら
れ
た
松
野
木
の
長
尾
秀
作

氏
の
お
宅
に
お
悔
み
に
参
上
し

六
時
半
帰
宅
。
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生活環境 

パトロール本部 
住みよい 

環境づくりに 

喬、⑤ 1414 
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農
業
セ
ン
タ

ー
職
員
の
植
え

付
け
指
導
で
、
で
き
た
て
の
ウ

ネ
に
す
で
に
芽
を
出
し
た
馬
鈴

薯
の
種
イ
モ
や
花
の
種
子
を
お

ろ
し
、
冬
の
間
家
に
こ
も
り
が

ち
だ
っ
た
子
供
た
ち
も
、
こ
の

日
ば
か
り
は
汗
に
ま
み
れ
て
は

し
ゃ
い
で
い
ま
し
た
。
 

田
桐
六
和工
門
、才
蒙
着
一
幸
一新
行
数
違
絡
員
決
ま
舞
 

唐
牛
行
雄
、
白
取
与
太
郎
、
福
 

郎
、
長
尾
豊
作
、
工
藤
東
太
郎

士
周
蔵
、
小
田
桐
惣
市
、
前
田
 

石
岡
治
男
、
小
坂
源
逸
、
中

貢
、
野
呂
甚
助
、
掘
内
学
郎
、
 

山
幸
一
、
中
川
尚
吉
、
◇
梅
沢

佐
々
木
昭
市
、
三
浦
行
一
、
 

地
区
 
成
田
友
則
、
前
田
信
義

◇
湊
団
地
 
横
山
金
弥
、
金
 

前
田
勝
美
、
神
由
男
、
有
馬
勝

沢
寛
、
◇
新
宮
団
地
 
林

一
夫
 

雄
、
◇
栄
地
区
 
木
村
覚
誉
、
 

瓜
田
イ
ッ
子
、
松
本
政
喜
、
原
 

平
山
千
代
吉
、
藤
田
盛
栄
、
藤

田
ヒ
ロ
、
◇
松
島
団
地
 
木
村
 

田
忠
造
、
藤
田
藤
太
郎
、
山
内

昂
悦
、
長
尾
与
広
、
沢
村
繁
、
 

惣
馬
太
郎
、
加
藤
藤
雄
、
成
田

葛
西
勇
三
郎
、
加
藤
清
則
、
白
 

藤
太
郎
、
工
藤
甚
策
、
成
田
酉

川
久
夫
、
能
登
谷
ャ
ェ
、
鈴
木
 

蔵
、
葛
西
慶
助
、
◇
飯
詰
地
区
 

久
蔵
、
◇
中
川
地
区
 
秋
田
雄
 

、
ー
ー
ー
ー
ー
、
 

策
、I
藤
和
伯和
町
「館
山如
」
 

m
マず
ミ
、
、
ド

コ
 

郎
、
藤
森
九
郎
右
工
門
、
上
見
 

鮮
？
驚
慧
葉
ろ
し
ぐ
お
難
一
い
じ毒
嚢
 

◇
五
所
川
原
地
区
 
木
村
久
 

又
一
、
外
崎
正
雄
、
奈
良
岡
賢

造
、
江
良
善
五
郎
、
岩
谷
善

一
 

一
、
小
笠
原
俊
正
、
原
定
五
郎
 

気
田
勝
治
、
神
美
登
、
斉
藤
竹
 

◇
七
和
地
区
 
掘
内
謙
司
、
 

三
郎
、
宮
本
清
蔵
、
藤
田
留
作
 

福
士
信
悦
、
斉
藤
亥
之
、
斉
藤

工
藤
次
栄
、
井
沢
柾
雄
、
斉
藤
 

勇
、
新
谷
啓

一
、
三
上
行
夫
、
 

隆
、
石
井
柾
次
郎
、
福
士
孝
一
 

阿
部
義
爾
、
阿
部
忠
治
、
斉
藤

松
本
一
雄
、
小
野
清
茂
、
黒
滝
 

ソ
ノ
ェ
、
伊
藤
武
雄
、
◇
長
橋

嘉

一
郎
、
葛
西
専
造
、
松
野
富
 

地
区
 
秋
田
善
吉
、
三
上
長
幸

夫
、
笹
田
義
美
、
藤
森
正
夫
、
 

小
田
桐
利
佐
雄
、
小
笠
原
亀
五

横
村
芳
夫
、
毛
内
金
次
郎
、
飛
島
 

郎
、
須
藤
留
四
郎
、
成
田
秀
四
 

金
沢
定
雄
、
小
 
な
」
＜
叱
、ソ
『
・4
一
「一
一
 

力自
然
に
親
し
み
な
が
ら
心

身
を
き
た
え
よ
う
”
と
い
う
、
 

こ
と
し
で
二
回
目
の
 
「ち
び
っ

子
農
園
」
 
がさ
る
四
月
二
十
七

日
、
毘
沙
門
の
広
域
新
農
業
セ

ン
タ
ー
で
大
勢
の
ち
び
っ
子
が

参
加
し
て
開
園
t
ま
し
た
。
 

こ
と
し
の
、
 
「ち
び
っ
子
農

園
」
は
、
百
二
十
区
画
（

一
五

平
方
冒
、
三
十
平
方
冒
の
二
種
 
 ）

に
八
十
人
と
一
団
体
の
ち
び

っ
子
た
ち
が
参
加
。
 

市
「
太
陽
と
雪
の
課
」
職
員

と
父
兄
に
引
卒
さ
れ
た
ち
び
っ

子
た
ち
は
、
開
園
式
で
佐
々
木

市
長
か
ら
、
 
「秋
の
収
穫
ま
で

が
ん
ば
ろ
う
」
 
と
励ま
さ
れ
た

あ
と
、
割
り
当
て
さ
れ
た
区
画

に
さ
っ
そ
く
ク
ワ
を
入
れ
ま
し

た
。
 

前
田
勘
四
郎
、
鳴
海
実
、
野

宮
盛
夫
、
横
山
政
吉
、
秋
元
由

蔵
、
大
久
保
十
三
、
岩
田
政
吉

笠
井
正
昭
、
竹
林
秀
逸
、
太
田

寅

一
、
佐
々
木
甚
三
郎
、
坂
本

長
蔵
、
田
中
正
雄
、
岩
田
勝
政

◇
松
島
地
区
 
毛
内
勝
次
郎

高
橋
一
二
郎
、
佐
々
木
嘉
四
太

郎
、
太
田
一
三
、
清
野
敏
夫
、
 

吉
村
嘉
右
工
門
、
新
谷
良

一
、
 

荒
関
肇
、
小
野
清
美
、
三
浦
柾

一
、
小
野
徳
右
工
門
、
伊
藤
善

吉
、
平
山
茂
雄
、
渋
谷
武
則
、
 

工
藤
義
春
、
太
田
平
造
、
工
藤

豊
太
郎
、
猪
口
柾
太
郎
、
◇
毘

沙
門
地
区
 
沢
田
嘉
四
太
郎
、
 

太
田
藤
太
郎
、
成
田
勇
三
、
佐

藤
勲
、
山
口
吉
太
郎
、
増
田
光

信
、
猿
賀
金
蔵
、
木
村
千
代
作

◇
三
好
地
区
 
川
浪
正
造
、
 

成
田
金

一
、
小
林

一
二
三
、
 一

戸
兼
春
、
工
藤
直
四
郎
、
 一
戸

良
秋
、
乗
田
兼
五
郎
、
三
浦
正

毅
、
小
笠
原
清
衛
（
敬
称
略
）
 

踏
切
事
故
防
止
 

こ
と
し
も
雪
解
け
と
と
も
に

農
作
業
の
季
節
と
な
り
、
踏
切

を
横
断
す
る
機
会
が
多
く
な
り

ま
す
。
昨
年
度
の
踏
切
事
故
の

第
一
号
も
耕
転
機
に
よ
る
事
故

で
、
し
か
も
本
人
が
死
亡
す
る

と
い
う
、
い
た
ま
し
い
事
故
で

し
た
。
 

踏
切
で
の
い
っ
た
ん
停
止
、
 

左
右
の
確
認
は
必
ず
実
行
す
る

よ
・フ
に
し
ま
し
ょ

・フ
。
 

（秋
田
鉄
道
管
理
局
）
 

郎
、
長
尾
豊
作
、
工
藤
東
太
郎

石
岡
治
男
、
小
坂
源
逸
、
中

山
幸
一
、
中
川
尚
吉
、
◇
梅
沢

地
区
 
成
田
友
則
、
前
田
信
義

前
田
勝
美
、
神
由
男
、
有
馬
勝

雄
、
◇
栄
地
区
 
木
村
覚
誉
、
 

平
山
千
代
吉
、
藤
田
盛
栄
、
藤

田
忠
造
、
藤
田
藤
太
郎
、
山
内

惣
馬
太
郎
、
加
藤
藤
雄
、
成
田

藤
太
郎
、
工
藤
甚
策
、
成
田
酉

蔵
、
葛
西
慶
助
、
◇
飯
詰
地
区
 

．
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賑わう、、ちびっ子農園 

m
マゴ
『母
、
ド
ロ
ー
掃
運
動
 
扇
 

市
か
ら
、
 
「環
境
整
備
モ
デ
ル
町

内
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る
下
平
井
町

町
内
会

（
宮本
清
蔵
会
長
）
は
、
さ

る
四
月
二
十
日
町
民
ぐ
る
み
の
ゴ
ミ

泥
一
掃
運
動
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
町
内
の
主
婦
や
商
店

主
な
ど
二
百
五
十
人
が
参
加
、
三
班

に
分
か
れ
て
側
構
や
下
水
路
の
泥
を

上
げ
た
り
、
歩
道
の
ゴ
ミ
を
掃
き
ま

し
た
。
 

市
か
ら
、
生
活
環
境
課
の
職
員
に

佐
々
木
市
長
も
応
援
に
駆
け

つ
け
、
 

五
十
袋
の
麻
袋
に
詰
め
た
ゴ
ミ
、
泥

を
三
台
の
ロ
ー
ド
パ
ッ
カ
ー
で
運
搬

仕
上
げ
に
消
毒
剤
を
散
布
し
、
半
日

が
か
り
で
見
違
え
る
よ
う
に
き
れ
い

に
し
ま
し
た
。
 



お
気
軽
に
参
加
を
 

市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協
会
（
吉

岡
良
三
会
長
）
で
は
、
こ
と
し

も
五
月
か
ら
九
月
ま
で
の
毎
月

第
一
、
第
三
日
曜
日
に
、
 
「
お

は
よ
う
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」
を
お

こ
な
い
ま
す
。
ど
な
た
も
お
気

軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▽
集
合
 
毎
回
午
前
六
時
ま

で
、
市
庁
舎
前
「
お
祭
り
広
場
 

」
に
お
集
り
願
い
ま
す
。
 

参
加
者
は
 
ス
ポ
ー
ッ
傷
害

保
険
料
（
年
間
百
円
）
を
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

巡
回
無
料
成
人
 

病
検
診
 

簡
易
保
険
郵
便
年
金
事
業
団

で
は
、
簡
易
保
険

の
加
入
者
を

対
象
に
、
 
「無
料
巡
回
成
人
病

検
診
」
を
次
の
日
程
で
お
こ
な

い
ま
す
。
 

定
員
は
、
五
十
人
で
す
。
 

、
▽
』
）
ぎ
 
五
月
二
十
九
日

▽
と
こ
ろ
 
三
道
会
館

▽
受
付
時
間
 
午
前
九
時
か

ら
十
時
ま
で
 

▽
対
象
者
 
四
十
歳
以
上
の

方
（
病
気
、
療
養
中
と
通
院
加

療
中
の
者
を
除
く
。
）
 

検
診
項
目
 
血
圧
測
定
、
心

電
図
、
検
尿
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
 

ル
測
定
、
胸
部
、
胃
x
線
検
査

の
順
に
お
こ
な
い
ま
す
。
 

国体を 世紀の花に 

③ 

昨年の「おはようサイクI)ング」 

毎月第1、第3日曜日 

市
教
育
委
員
会
主
催

の
五
十
年
度
の
 
「市
民

弓
道
教
室
」
は
五
月
十

三
日
か
ら
ヒ
月
二
十
九

日
ま
で
、
毎
週
火
曜
日

と
土
曜
日
の
午
後
七
時

か
ら
九
時
ま
で
三
道
会
 

館
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。
 

五
所
川
原
弓
道
会
の
 

会
員
が
親
切
に
指
導
い

た
し
ま
す
の
で
お
気
軽
 

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

弓
具
は
、
道
場
に
備
 

え
つ
け
の
も
の
が
あ
り

ま
す
の
で
、
高
校
生
以
 

上
の
方
な
ら
ど
な
た
で
 

も
ど
う
ぞ
。
 

◇
お
申
込
み
先
 

市
中
央
公
民
館
（
電
 

話
⑤
二
三
五
二
番
）
、
 

五
所
川
原
弓
道
会

（電
 

話
⑤
一
〇
八
三
番
）
 

ほ
ぼ
完
成
し
た
「
鎌
谷
橋
」
 

五所川原 

  

谷橋」5月末に完 

県道、福山～五所川原線の旧十川にかかる 「鎌谷橋」 のかけ

替え工事がほぼ終わり、 5月30日には完成します。 

「鎌谷橋」は、昨年九月初旬から総工費 8千80余万円を投じ

て着工したコンクリート永久橋。橋の延長37.騨i。車道 7散。 

車道の両側にそれぞれ 2航幅の歩道も完備しました。 	・ 

(2.歴史） 

県高校地方史研究会 青森県の歴史散歩 49 山川 出版社 

河 部 利 夫 世界人名事典（東洋編ほか） ク 秋 田 書 店 

さ、え、ら書房省集董詔議7)(2O) クさ、え、ら書房 
日 経粧聞社 私の履歴書（15巻） ク 日 経新聞社

防 衛 庁 大本営海軍部耕合艦隊 ク 朝雲新聞社

佐々木潤之助 天 ド統一と民衆 ク 三 省 堂 

大日本人名辞書（全 5巻）ク 講 談 社

渡辺 ひ ろ し 日本の歴史（全 5巻） 4 学 習研究社

加太こう じ他 明治、大正、昭和世相史 ク 社会思想社

松 本 清 張 遊 古 疑 考 ク 新 潮 社

児 玉 幸 多 近世農民生活史 ク 吉川 弘文館

木 戸 田四郎 維新繋明期の豪農層 45 塙 書 房

新 野 直 吉 古代東北の開拓 

安 良城盛昭 太閣検地と石高制 48 NHKプックス

荒 川 久 治 信 州 の 職 人 49 第 一 法 規

法 政 大 学 日本人物文献目録 ク 平 凡 社

鈴 木 良 一 日本中世の農民問題 ク 校 倉 書 房

宮 本 又 次 藩 社 会の 研究 ク ミネルヴア書房 

県 教 委 五戸バ二ご二里黒, ク県 教 委 発掘調査概報 r 木 ヲA 重‘ 

保 存 会 高楯城史研究第1集 

防 衛 庁 陸軍航空の軍備と運用 49 朝雲新聞社 

［目 新 丞三 東北縦貫自動車道 rn 

関係遺跡分布 

斎 藤 喜 博 君 の 可 能 性 49 筑 摩 書 房 

池 田 大 作 私のソビエト記行 50 

防 衛 庁 中国方面海軍作戦 ク 朝 雲 社 

興
「
市
民
弓
道
教
室
」
開
く
 

駆
 
毎

週
火

、
土
曜
日
で
す
 荒

 
法
 
鈴
 
宮

県
 

松
 
児
 
木
 
新
 

本
 
玉
 
戸
 
野
 
良
 

教
 

川
 
政
 
木
 
本
 

田
 
城
 

久
 
大
 
良
 
又
 

清
 
幸
 
四
 
直
 
盛
 

張
 
多
 
郎
 
吉
 
昭
 

ク
 
ク
 

講
 
学
 
社
 
新
 

省
談
 

堂

社
 



「ー  
おしらせ 

審 

⑤ 4321 

市政ダイヤル 
市政についての 

行事や予定は 

寺
町
岩
木
町
町
内
会

の
わ
か

さ
会

（工
藤
み
つ
栗
会
長
、
婦

人
部
）
は
、
さ
る
四
月
二
十
七

日
の
朝
、
市
庁
舎
周
辺
の
清
掃

奉
仕
を
し
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
小
雨
の
ぱ
ら
つ

く
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が

朝
五
時
す
ぎ
か
ら
六
十
人
の
お

母
さ
ん
た
ち
が
奉
仕
に
参
加
。
 

雪
解
け
後
で
汚
れ
て
い
た
市

庁
舎
前
の
「
お
祭
り
広
場
」
や

庁
舎
裏
の
提
防
下
、
市
民
文
化

会
館
の
前
庭
を
、
ホ
ウ
キ
で
掃

い
た
り
、
側
構
の
泥
を
あ
げ
樹

木
の
手
入
を
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
岩
館
助
役
も
応
援
に

駆
け
つ
け
、
主
婦
た
ち
の
早
朝

の
清
掃
奉
仕
に
ね
ぎ
ら
い
と
お

礼
の
音
一景
を

述
べ
ま
し
た
。
 

停
電
さ
せ
ぬ
た
め
電
力
会
社

で
は
平
素
巡
視
点
検
と
保
守
に

万
全
を

つ
く
し
て
は
お
り
ま
す

が
、
そ
れ
で
も
絶
対
停
電
が
な
 

い
と
は
申
せ
ま
せ
ん
。
特
に
暴

風
シ
ー
ズ
ン
は
憂
慮
さ
れ
ま
す
。
 

で
す
か
ら
こ
れ
に
備
え
て
懐
中

電
灯
や
太
め
の
ロ
ウ
ソ
ク
な
ど
 

は
ぜ
ひ
用
意
し
て
ほ
し
い
も
の
 

で
す
。
 

強
風
な
ど
で
断
線
し
た
電
線
 

に
は
め
っ
た
に
さ
わ
っ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
人
通
り
の
多
い
と

こ
ろ
だ
っ
た
ら
適
当
に
よ
せ
て

す
ぐ
電
力
会
社
に
連
絡
す
る
こ

と
で
す
。
 

電
線
に
は
十
分
注
意
し

て
断
線
 

ゃ
感
電
な
ど
し
な
い
よ
う
に
し
 

ま
し
ょ
う
。
 

（
東北
電
力

）
 

断
線
に
ご

注
意
 

電
力
会
社
か
ら
お

願
い
 

 

こ
れ
か
ら
煙
突
の
と

り
は
ず
し
や
雪
囲
い

の
と
り
は
ず
し
を
迎

え
ま
す
が
、
近
く
の
 

④
 

姦纂作文コンクール作品募集 

で
届
出
も
れ
の
な
い
よ

う
に
お
願

い
い
た
し
ま
 

す
。
 

ま
た
都
市
計
画
法
の

一
部
改
正
に
よ
り
（
昭

和
5
0年
4
月
1
日
）
開

発
許
可
制
度
が
新
設
さ
 

以
上
、
た
だ
し
第
2
種
特
定
工

作
物
の
建
設
の
た
め
の
場
合

一

万
平
方
冒
以
上
の
開
発
行
為
に

つ
い
て
は
開
発
許
可
の
対
象
と

な
る
の
で
ご
留
意
願

い
ま
す
。
 

詳
細
は
市
情
報
課
へ
お
問
い

合
せ
下
さ
い
。
 

長
寿
ほ

う
彰
金
 

2
2日
か
ら
支

給
 

市
で
は
、
例
年
実
施
し
て
い

る
長
寿
ほ
う
彰
金
を
こ
と
し
も

五
月
二
十
二
日
か
ら
支
給
し
ま

す
。
 

対
象
者
は
、
明
治
三
十
三
年

以
前
に
生
ま
れ
た
お
と
し
よ
り

で
、
対
象
者
に
は
五
月
二
十

一

日
ま
で
に
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま

す
。
 

市
で
は
、
十
分
対
象
者
を
は

握
し
た
つ
も
り
で
す
が
、
も
し

対
象
者
の
な
か
で
五
月
二
十

一

日
ま
で
に
通
知
書
の
届
か
な
い

場
合
は
、
市
福
祉
事
務
所
福
祉

係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

応
募
方
法
 

郵
政
省
で
は
、
全

国
の
小

・
中
学
生
の

み
な
さ
ん
を
対
象
に

例
年
の
と
お
り
「
簡

易
保
険
の
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
」
を
行
い
ま
す
。
 

昨
年
は
、
四
六
、
 

〇
〇
〇
人
の
み
な
さ

ん
が
応
募
さ
れ
ま
し

た
。
 
「応
募
方
法
」
 

を
よ
く
読
ん
で
、
ふ

る
っ
て
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。
 

応
募
資
格
 
小
学
校

五

・
六
年
生
 

中
学
校
一
ー
三
年
生

課
 
題
 
次
の
ど
 
 

れ
か
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

①
 
「
簡
易
保
険
」
ま
た
は

こ

れ
と
関
係
の
あ
る
も
の
。
 

②
 
自
由
題
 

長
 

さ
 
四
百
字
づ
め
原
稿

用
紙
五
枚
以
内
。
 

あ

て
先
 
近
く
の
郵

便
局

へ

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
 

し
め
き
り
 
昭
和
五
十
年
六
月

三
十
日
 

賞
 
①
 
地

方
コ
ン
ク
 

ー
レ
、
 

郵
政
局
長
賞
・
知
事
賞
・
九

大
市
長
賞
 

②
 
中
央
コ
ン
ク
ー
ル
 

郵
政
大
臣
賞
、
文
部
大
臣
賞

簡
易
保
険
局
長
賞
、
簡
易
保
険

郵
便
年
金
福
祉
事
業
団
理
事
長
 
 

賞

（
奨励
賞
）
学
校
賞
 

＠
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
を
お

お
く
り
し
ま
す
。
 

入
選
発
表
 
①
地
方
コ
ン
ク
 

ー
ル
は
昭
和
五
十
年
八
月

②
 
中
央
コ
ン

ク
ー
ル
は
昭
和

五
十
年
十
月
 

人
選
者
に
は
学
校
を
通
じ
て

通
知
し
、
賞
状
、
賞
品
を
お
渡

し
し
ま
す
。
 

主
 
催
 
郵

政
省
 

協
力
団
体
 
文
部
省
、

各
都
道

府
県
お
よ
び
九
大
市
、

各
都
道

府
県
お
よ
び
、
九
大
市
教
育
委

員
会
、
日
本
放
送
協
会
、
簡
易

保
険
郵
便
年
金
福
祉
事
業
団
等
 

ー
一
善
意
銀
行

」
 

預
託
者

ー
 

（
一
月
ー
四
月
ま
で

）
 

成
田
あ
ゆ
美
、

飯
詰
日
赤
奉

仕
団
、
工
藤
金
蔵
、
今
由
香
里
、
 

山
崎
ひ
と
し
、
市
内
女
子
高
校

生

（
三
人
）
、
瓜
田
廉
二
、
工

藤
功
、
金
木
高
校
1
6H
R
一
同

櫛
引
留
吉
、
除
厄
祈
願
祭
剰
余

金
、
古
館
一
洗
、
山
内
宜
貴
、
 

秋
田
公
、
成
金
建
設
、
荒
関
靖

栄
、
三
上
儀
雄
、
中
三
株
式
会

社
、
市
青
協
 

（
敬
称
略
）
 

疎
伽
 

国
土
利
用
計
画
法
の
施
行
に

伴
な
い

一
定
規
模
以
上
の
土
地

取
引
（
都
市
計
画
区
域
五
千
平

方
冒
以
上
、
そ
れ
以
外
の
区
域

一
が
平
方
肩

以
上
）
は
届
出
制

に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
ご
承
知

の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
今
回

市
の
都
市
計
画
区
域
の
変
更
が

行
な
わ
れ
、
従
来
よ
り
都
市
計

画
区
域
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
の
 

「
都
市
計
画
区域
が
拡
大
ソ
い
響

編
 

一
ー
 

届
出
も
れ
は
あ
り
ま

せ
ん
か
レ

で
「
手
平
方
冒
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